
（5）石狩川（下流）水系流域治水プロジェクトの取組みについて

※石狩川（下流）水系流域治水プロジェクトの取組み追加等や今年度直轄事業と
して実施したグリーンインフラの取り組み、水害リスクマップ及び多段階の浸水想
定図の取り組みについて報告。

１．石狩川（下流）水系流域治水プロジェクトの取組み 追加等
２．グリーンインフラの取り組み紹介
３．水害リスクマップ及び多段階の浸水想定図の取り組みにつ
いて

第4回 石狩川（下流）水系外流域治水協議会
資料-5
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（5）ー１ 石狩川（下流）水系流域治水プロジェクトの取り組み追加等

・プロジェクト位置図〔1/4〕 取り組み事例の変更
・プロジェクト位置図〔4/4〕 石狩川（下流）治水協定改定に伴う対策追加
・プロジェクト〔流域治水の具体的な取組〕時点更新
・プロジェクト〔参考〕取り組み事例の変更

※石狩川（下流）水系流域治水プロジェクトにおける次の箇所について
変更・追加
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雨水貯留浸透施設の整備
（札幌市,千歳市,恵庭市,北広島市,江別市,長沼町,南幌町ほか）

1日防災学校の実施（石狩市ほか）

石狩市
いしかりし

当別町
とうべつちょう

江別市
えべつし

新篠津村
しんしのつ むら

札幌市
さっぽろし

南幌町
なんぽろちょう

長沼町
ながぬまちょう

北広島市
きたひろしまし

恵庭市
えにわし 千歳市

ちとせ し

由仁町
ゆにちょう

栗山町
くりやまちょう

岩見沢市
いわみざわし

夕張市
ゆうばりし

5

10

15

石狩川（下流）水系流域治水プロジェクト【位置図】
～北海道における社会、経済、文化の基盤「石狩川流域」を洪水から守るための治水対策の推進～

千歳川

豊平川

夕張川

石狩川

〔1/4〕

石狩川中流
当別圏域
河川整備

石狩川下流
夕張川圏域
河川整備

石狩川下流
札幌圏域
河川整備

石狩川下流
千歳圏域
河川整備

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、社会、経済、文化の基盤である石狩川流域において
も事前防災対策を進める必要があり、国管理区間においては、石狩川等の堤防が決壊し、流域で甚大な被害が発生した戦後最大の昭和56年8月洪水と同
規模の洪水を安全に流下させ、流域における浸水被害の軽減を図る。

←
ヤ
リ
キ
レ
ナ
イ
川

雁来川

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河道掘削、堤防整備、北村遊水地整備、幾春別川総合開発事業、雨竜川ダム再生事業、堤
防強化、冬季出水に備えた排水機場の無水化、放水路整備 等

・利水ダム等58ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
・下水道雨水管等の整備

・雨水貯留浸透施設の整備 （校庭貯留、調整池の整備等）
・旧川や公園・緑地等の保全・活用
・自然遊水機能を有する国有地の活用検討
・農業水利施設の活用
・水田の貯留機能向上
・土砂災害対策（砂防関係施設の整備）
・治山対策
・森林整備（間伐・植樹等） 等

■被害の軽減、早期復旧・復興の
・地下空間の浸水対策 ための対策
・災害に強い庁舎の整備

・多面的な防災情報の発信

・市民等を対象とした水防教育、防災意識の啓
発活動

・国・北海道・市が連携した各種タイムラインの普
及促進

・緊急排水作業の準備計画策定

・水災害リスク空白域の解消に向けた取組

・ハザードマップの周知および住民の水災害リス
クに対する理解促進の取組

・要配慮者利用施設における避難確保計画の作
成促進と避難の実効性確保

・防災気象情報の利活用促進 等

治山対策

森林整備

定山渓ダム

砥山ダム

豊平峡ダム
漁川ダム

千歳第三ダム
千歳第四ダム

川端ダム

クオーベツダム

清水沢ダム

夕張シューパロダム

清水の沢ダム

旭町第二ダム

旭町第一ダム

栗山ダム

幌向ダム

二の沢ダム

一の沢ダム

三の沢第一ダム

千代谷ダム

三の沢第二ダム

宝池ダム

※具体的な対策内容については、
今後の調査・検討等により変更となる
場合がある。

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等
事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等
事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等
事前放流等

事前放流等①石狩川・豊平川・千歳川・夕張川

■被害対象を減少させるための対策
・水災害のリスクに応じた土地利用・住まい方の工夫
・まちづくりや防災等の地域計画と一体となった河川防災ステーション等の整備
・まちづくりでの活用を視野にした多段的な浸水リスク情報の検討

水害リスクに応じた土地利用・住まい方の工夫（札幌市） 地下空間の浸水対策（札幌市ほか）

地下空間への流入防止の対策

校庭貯留 調整池の整備

旧川や公園・緑地等の保全・活用
（千歳市,恵庭市,北広島市,江別市,長沼町,南幌町ほか）

旧川等の保全

公園整備・保全

自然遊水機能を有する国有地の活用検討

国有地の活用検討

凡 例

堤防決壊箇所（S56.8洪水実績※ ）

堤防決壊箇所（H28.8洪水実績※ ）

堤防整備 河道掘削

下水道雨水管等整備

浸水範囲（S56.8洪水実績）

浸水範囲（H13.9洪水実績）

浸水範囲（H28.8洪水実績）

主要都市の市街地

大臣管理区間

２－７区間 ※国管理河川区間

土地利用・住まい方の工夫

雨水貯留

地下空間の浸水対策

雨水貯留

雨水管等整備

防災訓練・防災教育

自然地保全・活用

雨水貯留

防災訓練・防災教育

防災訓練・防災教育

防災訓練・防災教育

雨水貯留 自然地保全・活用

自然地保全・活用

雨水貯留

自然地保全・活用

雨水貯留

自然地保全・活用

国有地の活用検討

自然地保全・活用

国有地の活用検討

森林整備

タイムライン

水田貯留

農業水利施設の活用

自然地保全・活用

下水道雨水管等の整備
（千歳市ほか）

砂防関係施設の整備

マイタイムライン

自然地保全・活用

事前放流等

■グリーンインフラの取り組み 詳細次ページ

防災訓練・防災教育

取組事例の変更

取組事例の変更
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利水ダム等58ダムにおける事前放流等の実施、体制構築

石狩川（下流）水系流域治水プロジェクト【位置図】
～北海道における社会、経済、文化の基盤「石狩川流域」を洪水から守るための治水対策の推進～ 〔4/4〕

65

芦別市
あしべつ し

奈井江町
な い え ちょう

上砂川町
かみすながわちょう

歌志内市
うた し ない し

砂川市
すな がわ し

滝川市
たきかわ し

赤平市
あかびら し

上富良野町
かみ ふ ら の ちょう

中富良野町
なか ふ ら の ちょう

富良野市
ふ ら の し

南富良野町
みなみふ ら の ちょう

④空知川

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

石狩川上流
富良野圏域
河川整備

←ヌッカクシ富良野川

砂防関係施設の整備

治山対策

森林整備

金山ダム

滝里ダム

江幌ダム

日新ダム

野花南ダム（かんがい）

野花南ダム（発電）

芦別ダム

エルムダム

江部乙一号ダム

美唄ダム

落合左股ダム

三笠ぽんべつダム

新桂沢ダム

桂沢ダムヌッパの沢ダム

事前放流等事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

■被害対象を減少させるための対策
・水災害のリスクに応じた土地利用・住まい方の工夫
・まちづくりや防災等の地域計画と一体となった河川防災ステーション等の整備
・まちづくりでの活用を視野にした多段的な浸水リスク情報の検討

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河道掘削、堤防整備、北村遊水地整備、幾春別川総合開発事業、雨竜川ダム再生事業、堤
防強化、冬季出水に備えた排水機場の無水化、放水路整備 等

・利水ダム等58ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
・下水道雨水管等の整備

・雨水貯留浸透施設の整備 （校庭貯留、調整池、雨水管の整備等）
・旧川や公園・緑地等の保全・活用
・自然遊水機能を有する国有地の活用検討
・農業水利施設の活用
・水田の貯留機能向上
・土砂災害対策（砂防関係施設の整備）
・治山対策
・森林整備（間伐・植樹等） 等

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・地下空間の浸水対策

・災害に強い庁舎の整備

・多面的な防災情報の発信

・市民等を対象とした水防教育、防災意識の啓発活動

・国・北海道・市が連携した各種タイムラインの普及促進

・緊急排水作業の準備計画策定

・水災害リスク空白域の解消に向けた取組

・ハザードマップの周知および住民の水災害リスクに対する理
解促進の取組

・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避
難の実効性確保

・防災気象情報の利活用促進 等

芦別ダム（北海道電力（株）提供）

まちづくりや防災等の地域計画と一体となった
河川防災ステーション等の整備

野花南ダム（北海道電力（株）提供）

治山対策（国・北海道） 森林整備（国・北海道ほか）

床固・谷止工 列状間伐

災害に強い庁舎の整備
（富良野市ほか）

市民等を対象とした水防教育、
防災意識の啓発活動（芦別市ほか）

国・北海道・市が連携した
各種タイムラインの普及促進（南富良野町ほか）

凡 例

堤防決壊箇所（S56.8洪水実績※ ）

堤防決壊箇所（H28.8洪水実績※ ）

堤防整備 河道掘削

下水道雨水管等整備

浸水範囲（S56.8洪水実績）

浸水範囲（H13.9洪水実績）

浸水範囲（H28.8洪水実績）

主要都市の市街地

大臣管理区間

２－７区間 ※国管理河川区間

雨水管等整備

水害に強い庁舎

水田貯留

地域計画と一体となった
河川防災ステーション等の整備

防災訓練・防災教育

防災訓練・防災教育

防災訓練・防災教育

防災訓練・防災教育

防災訓練・防災教育

水害に強い庁舎

タイムライン

雨水管等整備

雨水管等整備

まるまち

タイムライン

石狩川

空知川

■グリーンインフラの取り組み 詳細次ページ

事前放流等

東郷ダム

R4.3.14付
治水協定改定に伴う対策追加
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石狩川（下流）水系流域治水プロジェクト【流域治水の具体的な取組】
～北海道における社会、経済、文化の基盤「石狩川流域」を洪水から守るための治水対策を推進～

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施 立地適正化計画における
防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

（概ね５か年後）

高齢者等避難の
実効性の確保

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

整備率：51％

（令和４年度末時点）

28市町村

（令和３年度実施分）

48施設

59箇所

（令和4年度完成分）
※施工中 ５施設

3施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関係施設の
整備数 （令和４年12月末時点）

3市町村

297河川

（令和４年９月末時点）

1団体

洪水浸水想定区域

個別避難計画

（令和４年９月末時点）

150施設

（令和４年1月1日時点）

19市町村

避難確保
計画

2,097施設

土砂

洪水

内浸水想定区域

○流出抑制対策の実施

大雨の際に一時的に雨水を貯め、洪水被害を防止・軽減を目
的として、望月寒川流域及び伏籠川流域において４箇所の流
域貯留施設整備を継続実施。

貯留施設の整備

雨水管の機能を増強する下水道工事の実施や、住宅建築等に
おける浸透桝の設置指導を継続実施。

下水道雨水管の整備 浸透枡の設置

○立地適正化計画の作成

夕張市では市民一人ひとりが幸せに暮らし続けることができる
都市の形成を目指し、市全体における居住機能や都市機能の
立地誘導、交通の充実など、持続的でコンパクトなまちづくりを
進めていくため、その指針となる「夕張市立地適正化計画」を
令和３年策定し公表。

○水害リスク情報の提供

マイタイムラインの普及に向け、地域コミュニティ単位の検討会
開催や、小学校の「一日防災学校」においてマイタイムラインを
作成。

小学校での防災教育タイムラインの検討会

○高齢者等の避難の実効性の確保

高齢者等の避難の実施構成を確保するため、高齢者に向け防
災出前講座の実施や地域住民との避難所開設訓練を実施。

地域住民との避難所開設訓練高齢者への出前講座

集計中
現在、数値調整中
確定後、事務局にて更新

※うち、石狩川(下流)は４９箇所
（令和４年度実施分）

※うち、石狩川(下流)は２２７河川

（令和４年９月末時点）
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石狩川（下流）水系流域治水プロジェクト【参考】
～北海道における社会、経済、文化の基盤「石狩川流域」を洪水から守るための治水対策の推進～

１日防災学校の実施

■市民等を対象とした水防教育、防災意識の啓発活動の継続実施（市町村）

自治会の防災学習 水防訓練及び住民避難訓練豪雨災害対策研修の実施

■多面的な防災情報の発信（美唄市、砂川市ほか）

地デジ広報（8チャンネル）の活用（美唄市） ＳＮＳ、地デジ放送を活用した防災情報発信（砂川市）参考事例の変更
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（5）ー２ グリーンインフラの取り組み紹介

※「グリーンインフラ」とは、社会資本整備や土地利用等
のハード・ソフト両面において、自然環境が有する多様な
機能（生物の生息の場の提供、良好な景観形成、気温
上昇の抑制等）を活用し、持続可能で魅力ある国土づく
りや地域づくりを進めるもの。

・石狩川下流幌向地区自然再生
・生態系ネットワークの形成
・砂川地区かわまちづくり
・恵庭地区かわまちづくり
・江別市かわまちづくり
・かわたびほっかいどう

P５-８
P５-10
P５-14
P５-17
P５-19
P５-21
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石狩川下流幌向地区自然再生(GI関連)～湿原環境の再生

・泥炭裸地からの高層湿原の再生事例はほとんど無く、石狩川
流域に残存する低地性高層湿原も消滅の危機に瀕しているこ
とから、幌向地区自然再生により高層湿原再生のノウハウを
確立し、他地域の保全・再生にも役立てる。

・ヤナギ樹林化抑制手法の一つとして治水面にも寄与。

ほろむい七草を含む
ボッグ（≒高層湿原）
の再生

・夕張川の高水敷に残存する高位泥炭を活用し、多様な湿生植物の生育環境の保全・再生を実施。
・高位泥炭の乾燥化の防止・改善、周辺地域の湿生植物の増殖・移植などにより、かつての幌向原野のような
高層湿原の再生を目指す。

泥炭層の分布（環境省土壌分類図（土壌図）より作成）

フロートによるミズゴケの増殖

夕張川の湿地再生のイメージ

高位泥炭

低位泥炭

凡 例

生育後の湿生植物イメージ

夕張川

ボッグ

枯死したヨシ、スゲ等が沈積して低位泥炭地を形成し、地表水位以
上の位置まで地盤が高くなると雨水涵養性の環境となり、ミズゴケ
属等が優占するボッグが形成される。→高位泥炭地を形成。

低位泥炭
高位泥炭

後背湿地河川

ミズゴケ

幌向地区
自然再生地

遮水工による地表面水位の維持

幌向地区近傍の湿生植物を増殖・移植

＋

湿地環境の保全・再生

泥炭採取後の

段差から水分
が抜け、上段
の高位泥炭の
乾燥化が進行

水分

夕張川高水敷の状況 （再生前）

地表面水位上昇

乾燥した表面の泥炭をすき取り、
ミズゴケ属と湿生植物を移植

湿潤面を露出

中層～低層
湿原の再生

管理用通路を
解放し、利活用

夕張川
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石狩川下流幌向地区自然再生 地域振興の取り組み ～ 河川環境学習

幌向再生の目指す利活用の将来像 『地域活動・学習の場』を継続・拡大していくことを利活用の将来像とする。（R2年度設定）

多様な関係者との連携・取り組み事例

環境学習 地域と連携した湿原づくり

地域振興の展開

地域おこし協力隊に
よる、幌向再生地の
ヤチヤナギを使用し
たクラフトビールを試
作販売・醸造所との
連携。 試作販売したヤチヤナギビール

（即日完売）

利用しやすい場の整備

駐車スペースを整備し、今後
観察デッキ等を整備

整備済

●幌向小環境学習「幌向学」

●湿原をテーマとした演奏会

●外来種駆除活動・ゴミ拾い

●地元イベントや北海道湿地フォーラムでのPR

●湿生植物移植体験

近隣小学校の小学生を対象に
「幌向」をテーマとした環境学習
（導入体験等）を実施。

湿原めぐりフットパスのイベントとしてアイヌ奏者等による
演奏会や、若手農家グループ主催イベント等でのPR

夕張川堤防のゴミ拾いを兼ねた外
来種駆除活動を継続実施。リピー
ターが増加。

地域住民、地元若手農家グループ
等と協働による湿生植物移植体験
を継続実施。
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回
）

参
加
者
人
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（
人
）

参加人数 イベント数

参加者数・イベント回数の推移

多様な関係者との連携により、幌向再生地を訪れるイベント参加者、イベン
ト回数が年々増加している。

地元NPO団体を中心に、地元若手農家グループ、地域おこし協力隊、教育機関、医療機関等、
多様な関係者との連携が進んでいる。

・「石狩川下流幌向地区自然再生ワークショップ」（WS）設立、自然再生実施計画書を策定

・幌向湿原めぐりフットパス（以降、毎年開催）等

・外来種駆除活動（以降、毎年開催）等
・ヤチヤナギビール試作等

・地元商工会、若手農家グループ主催イベントとの連携

・幌向湿原フォーラム開催

コロナによる制限

幌向自然再生の取組の周知

●当別高校との環境学習 ●医療機関との連携

近隣高校（園芸デザイン科）への
出前講座、現地観察等を実施。

医療機関で育てていただいた苗を
自ら導入してもらう取り組みを継続
実施。
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【出典】国土交通省 水管理保全局（2019）｢川からはじまる川から広がる魅力ある地域づくり｣

生態系ネットワークの形成 ～ 地域の魅力と活力の創出

生態系ネットワークとは、生物多様性が保たれた国土を実現するために、保全すべき自然環境や優れた自然条件を有してい
る地域を核として、これらを有機的につなぐ取組。
ネットワークには地理的に連続している場合のほか、渡り鳥の飛来地のように地理的に連続していない場合も含まれる。
生態系ネットワークの形成により、生物多様性の確保を図り、人と自然との触れ合いの場を提供することで、地域に社会面・経
済面において様々な効果をもたらすことが期待される。
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旧川・湖沼群の変遷 ～ 生態系ネットワークの形成

大正7年に最下流の生振捷水路から石狩川下流の捷水路工事が始まり、砂川捷水路を昭和44年に通水して完了。
29箇所の捷水路工事によって、石狩川下流の河道は約60km短縮。
河道拡幅や堤防整備事業等の治水事業を進め、農地開発等の土地利用が進展した一方、低平地に分布していた湿原
や数多く点在していた湖沼も減少。

旧川・湖沼群の変遷

T7 S30 H25

旧
川
数

捷水路
由来

0 13 15

自然短
絡由来

18 18 17

湖沼数 65 38 20
合計 83 69 52

旧川・湖沼群の箇所数

大正７年

昭和30年

平成25年

主な捷水路事業の経緯
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渡り鳥の飛来状況 ～ 生態系ネットワークの形成

石狩川流域は、北海道中央フライウェイと呼ばれる渡り鳥のルート上に位置しており、ラムサール条約登録湿地である宮
島沼には、毎年40,000～60,000羽のマガンが飛来し、年々増加傾向。
石狩川下流域に位置する旧川群、自然再生の先行した取り組みが進められている当別地区など、石狩川下流域の湿地
環境は、ガンカモ類の渡りの重要な中継地点となっている。

北海道における渡り鳥飛来状況
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春季調査（各年2～5月）の個体数調査 最大値
長都沼 宮島沼 袋地沼
手形沼 三角沼 浦臼沼
浦臼新沼 茶志内沼 ウトナイ湖
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秋季調査（各年9～11月）の個体数調査 最大値
長都沼 宮島沼 袋地沼
手形沼 三角沼 浦臼沼
浦臼新沼 茶志内沼 ウトナイ湖
合計
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宮島沼へのマガンの確認飛来数

春季
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石狩川流域への渡り鳥飛来状況

春季・秋季調査の最大確認数の平均
（環境省生物多様性センターモニタリ
ングサイト1000）
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生態系ネットワークの展開に向けた機運の高まり

◆ 国土形成計画（全国計画）（平成27年8月）、第4次社会資本整備重点計画（平成27年9月）、北海道総合開発計画
（平成28年3月）等の国土交通関連計画において生態系ネットワークの形成が示されている。

◆ 流域治水関連法（令和3年5月公布）では、衆参議院において、流域治水の取組において生態系の機能を積極的に保
全又は再生することにより、生態系ネットワークの形成に貢献する旨の附帯決議がなされた。

◆ 平成28年10月に札幌開発建設部では長沼町と連携して「タンチョウも住めるまちづくり検討協議会」を設立し、舞
鶴遊水地を軸とした生態系ネットワークの形成に取り組んできた。

◆ 環境面では、令和2年度に舞鶴遊水地でタンチョウの繁殖が初確認され、令和3年度、令和4年度も継続して繁殖。
併せて、千歳川遊水地群の他の遊水地をはじめとした流域内各地にタンチョウが飛来するようになってきている。

◆ 地域面では、長沼町での取組が注目される一方、石狩川流域の広大で豊かな自然環境を活かし、地域の活性化や生
物多様性の保全等、生態系ネットワーク形成の効果がより進展することが期待されている。

◆ 生態系ネットワーク形成の取組を広域に展開するため
には、取組の検討・推進主体である協議会の体制を再
構築することが必要。

◆ 体制の再構築は、これまでの取組を引き継ぎつつ、新
たに石狩川流域レベルでの検討協議会を立ち上げる形
をとる。

生態系ネットワークの推進体制の構築

生態系ネットワークとは

保全すべき自然環境や優れた自然
条件を有している地域を核として、
これらを有機的につなぐ取組。

渡り鳥の飛来地のように地理的に
連続していない場合も含まれる。

生態系ネットワークの形成により、
生物多様性の確保を図り、人と自
然との触れ合いの場を提供するこ
とで、地域に社会面・経済面にお
いて様々な効果をもたらすことが
期待される。

石狩川流域での生態系ネットワーク形成に向けて
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砂川オアシスパーク（砂川遊水地）を活用するため、アウトドアスポーツ等のアクティビティが楽しめる空間として親水護岸
や管理用通路等の整備を行うとともに、ウォーターヒルズスクエアを都市・地域再生等利用区域に指定することによって、民
間事業者等による営業活動を可能とし、砂川のスイーツや観光情報の発信拠点として整備します。

砂川地区かわまちづくり（砂川スイーツが結ぶ まち・人・水辺）～魅力ある水辺空間・賑わいの創出
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砂川地区かわまちづくり（令和4年度の利活用）

すながわスィートマラニック（9月19日）

水上体験学習IN砂川遊水地（7月23日）

砂川納涼花火大会（8月5日）

THE 祭り（7月16、17日）
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秋のおくりもの展（9月4日）

秋のおくりもの展（9月4日）

秋のおくりもの展（9月4日）

秋のおくりもの展（9月4日）

＜公表様式＞砂川地区かわまちづくり 石狩川水系石狩川（北海道砂川市）【直】砂川地区かわまちづくり（令和4年度の利活用）
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恵庭市の「ガーデンデザインプロジェクト」では職・住・観光機能拡充のため、道と川の駅周辺を「花のビレッジ」と位置づけ、
市による花の拠点(公園)整備と共に、民間事業者による新住宅団地の建設を進めています。
これらの事業と国が連携し、管理用通路の整備等を通じて公園や市街地との連続性を向上させるとともに、親水施設の整
備によって良好な水辺空間を創造し、観光地の魅力や居住環境の向上を図ります。

恵庭地区かわまちづくり（花のまち恵庭で広がる、水辺の観光拠点と次世代住環境）
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ガーデンフェスタ北海道２０２２（6月25日～7月24日ガーデンフェスタ北海道２０２２（6月25日～7月24日）

＜公表様式＞恵庭かわまちづくり

ガーデンフェスタ北海道２０２２（6月25日～7月24日）

石狩川水系漁川（北海道恵庭市）【直】恵庭地区かわまちづくり（令和4年度の利活用）
ガーデンフェスタ北海道２０２２（6月25日～7月24日）
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「江別市かわまちづくり」計画 登録証伝達式（令和4年8月22日）

令和４年８月９日付けで
「江別市かわまちづくり」計画が新規登録

（右）富山札幌開発建設部長から（左）江別市長へ登録証を伝達

・かわまちPRイベント（江別市、地元の大学等との共催）

江別エキテラ
（Ｒ4.2 ） かわまちフェスタ

（Ｒ4.7）
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石狩大橋

江別駅

江別河川
防災ステーション

ＪＲ橋

国道１２号

千歳川

石狩川

江別市かわまちづくり

かわまちづくり
整備範囲
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【取組地域の紹介】
取組地域の当別町太美地区は、札幌市に隣

接する田園都市であり、令和4年3月12日の、Ｊ
Ｒロイズタウン駅の開業やアミューズメント性を兼
ね備えたロイズふと美工場直売店が同年3月1
日オープンするなど、今後、人を呼び込む流れ
が加速し、発展が期待される地域です。

【取組エリア】※ 国道337号札幌大橋右岸上流

【位置図】

札
幌
大
橋

ロイズ
タウン駅

ロイズ
ふと美工場

かわたびほっかいどう ～ 地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携

〇当別町の石狩川右岸堤防において「ひつじ」の放牧除草を実施。河川維
持管理コストの縮減と環境への配慮の観点から、今年度新たに河川部門
で試行的に実施。実施期間：令和4年5月12日～１0 月１１日

〇今後、「ひつじ放牧除草」の効果を確認・検証するとともに、河川空間にお
ける水辺や「ひつじ」とのふれあい、周辺施設を活かした地域振興へ資する
取組の展開を検討→当別町の道の駅に案内ポスター、ルート上に看板設置
〇連携相手：当別町、石狩ひつじ牧場

■ひつじ放牧

更なるコスト縮減
と環境への配慮

ひつじを活用した堤防除草草刈り機による堤防除草の様子

ひつじ放牧除草

ひつじ放牧除草

道の駅
とうべつ

ルート上に看板設置予定（札河）

R3は７月からの開始で、草丈（札河）

〇石狩川流域圏ルートの検証、PR、モニタリングを主眼として、走行会をR3
に空知、千歳で実施。R4.10月9、10日の2日間では基幹ルートを走行。

○サイクリング協会、関係自治体サイクル担当者（滝川市、石狩市、千歳市、
恵庭市）が参加し走行。コースを走行後に、路面状況など気づいた点や改
善した方が良い点など、参加者アンケート調査を実施。

○R3年度、サイクルルート協議会へ応募。R4はアクションプラン策定予定。
○連携相手：石狩川流域圏会議

■サイクルツーリズム

豊平川を走行

石狩川流域圏ルートサイクル走行会in空知（R3)

石狩川流域圏ルートサイクル走行会in大雪（R4)

石狩川流域圏ルートサイクル走行会in旭川（R4)

石狩川流域圏ルートサイクル走行会in千歳（R3)

石狩川流域圏ルートサイクル走行会in砂川（R4)
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〇コロナ禍もあり3年ぶりの開催。
〇千歳川にテラスを設置し憩いの場を提供。キッチンカーや出店など15店舗

が出店。
〇シーニックバイウェイと連携した事業紹介ブースも設置。
〇連携相手：千歳青年会議所、シーニックバイウェイ、支笏ガイドハウスかのあ

■CHITOSE RIVER CITY PROJECT2022 ■北海道カメラ女子の会との連携
〇北海道カメラ女子の会と連携し、インスタなどで魅力を発信してもらう、石狩

川クルーズと川の博物館のモニターツアー開催。
〇北海道カメラ女子の会とは、北海道に住むカメラや写真が好きな女性があつ

まる会員数が約610名の北海道最大のカメラ女子のコミュニティ。市町村や
企業とコラボして様々な魅力を発信している。

○今後、北海道カメラ女子の会と連携し、情報を発信していく。

〇新桂沢ダム及び三笠ぽんべつダムを建設する幾春別川総合開発事業につ
いて、一般の方々に広くご理解頂くため、ダムの建設現場等の見学会を行う
とともに参加者と意見交換会を実施。→R4/7/30、10/22に実施

■新桂沢ダム・三笠ぽんべつダム見学会

かわたびほっかいどう ～ 地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携

ちとせ野外の学校（千歳川川下り）

ちとせ野外の学校（生き物観察）

ちとせ野外の学校（遊水地事業説明）

〇連携相手：北海道カメラ女子の会 https://hokkaido-camera.com/

ダムの建設現場の見学

ダムの建設現場の見学（意見交換会）ちとせ野外の学校（サイクリング）
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かわたびほっかいどう ～ 河川管理施設を活用した賑わいのある水辺空間創出への連携

■金山ダム湖アイスカルーセル
〇継続的で採算が取れるようなイベントにできるかという観点で町と
観光協会で議論を進めている。金山ダムの冬季結氷する湖面を活用
することで、地域振興観光発展に資するコンテンツを造成すること
の可能性について、実証実験及び検証を令和4年1月19日実施。

〇連携相手：南富良野町まちづくり観光協会、南富良野町

〇札幌の奥座敷定山渓地区にある、定山渓ダムの冬季氷結する湖面を活用
することで、地域振興観光発展に資するコンテンツを造成することの可能性
について、実証実験及び検証を令和4年1月23日実施。

〇連携相手：定山渓観光協会、TOYAMA推進協議会

■定山渓ダムさっぽろ湖アイスカルーセル

株式会社 クールスター 提供

金山ダム

アイスカルーセルとは、フィンランド発
祥の冬の遊びで、氷を円状に切り抜
き湖上で回転させる氷のメリーゴーラ
ンド。ダム湖を中心 とした 360 度に
広がる大絶景を非日常的な視覚感
覚で楽しむことが出来る。

定山渓ダム

■夕張シューパロダムアイスカルーセル
〇夕張川上流に位置する夕張シューパロダム

において、ダム湖面を活用したイベントが令
和3年度から開催されている。令和4年度は
令和5年2月10日から3日間で開催。

〇連携相手：ゆうばり de 街あそび実行委員会

夕張シューパロダム
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（5）ー３ 水害リスクマップ及び多段階の浸水想定図
の取り組みについて

※水害リスクマップ及び多段階の浸水想定図とは、土地利用や住
まい方の工夫の検討及び水災害リスクを踏まえた防災まちづくりの
検討など、流域治水の取組を推進することを目的として、発生頻度
が高い降雨規模の場合に想定される浸水範囲や浸水深を明らかに
するもの。
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・国土交通省では、土地利用や住まい方の工夫の検討及び水災害リスクを踏まえた防災まちづくりの検
討など、流域治水の取組を推進することを目的として、発生頻度が高い降雨規模の場合に想定される浸
水範囲や浸水深を明らかにするため、「多段階の浸水想定図」及び「水害リスクマップ」を作成・公表する
こととしました。今後説明会を開催し、詳細について説明させていただきたいと思います。
※現在の多段階の浸水想定図及び水害リスクマップは、国管理河川の氾濫のみを示しております。
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石狩川下流域外水リスクマップWEB説明会
（各部会毎に実施）

・豊平川外地域部会
・千歳川外地域部会
・夕張川上流地域部会
・幾春別川外地域部会
・空知川地域部会
・雨竜川外地域部会

石狩川下流域外水リスクマップWEB説明会
（各部会毎に実施）

・豊平川外地域部会
・千歳川外地域部会
・夕張川上流地域部会
・幾春別川外地域部会
・空知川地域部会
・雨竜川外地域部会

令和5年2月上旬

石狩川下流域外水リスクマップ素案完成

関係市町村への意見照会を実施関係市町村への意見照会を実施

石狩川下流域外水リスクマップ（現況）公表

令和5年3月末

外水リスクマップ公表に向けての 今後のスケジュール

令和5年2月中旬～下旬

令和5年2月下旬～3月中旬
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